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待
ち
望
ま
れ
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
多
田

銀
銅
山

悠
久

ゆ
う
き
ゅ
うの

館
や
か
た」

が
開
館
１
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

猪
名
川
町
最
大
の
歴
史
遺
産
「
多
田
銀

銅
山
」
の
中
心
地
に
あ
っ
て
、
歴
史
的

資
史
料

し
し
り
ょ
う

を
展
示
す
る
同
館
に
は
、
予
想
を

上
回
る
来
館
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

館
内
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
史
料
に
江

戸
時
代
に
描
か
れ
た
３
枚
の
絵
図

え
ず

の
複
写

パ
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
。
交
流
ス
ペ
ー
ス
に

あ
る
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
こ
れ
ら
の
絵
図
も

使
っ
た
情
報
閲
覧
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

銀
山
町
を
描
い
た
こ
の
３
枚
の
絵
図
と
、

発
掘
調
査
の
進
む
銀
山
地
区
の
「
多
田
銀

銅
山
遺
跡
」
と
の
一
致
点
が
か
な
り
確
定

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
図
に
な
い

遺
跡
や
旧
道
も
確
認
さ
れ
、
往
時

お
う
じ

「
銀
山

三
千
軒
」
と
言
わ
れ
た
賑
わ
い
の
全
容
が

少
し
ず
つ
解
明
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

悠
久
の
時
を
感
じ
る
散
策
の
折
、
現
地

調
査
の
担
当
者
に
会
わ
れ
た
ら
、
支
障
の

な
い
程
度
で
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
新
の
情
報
を
聞
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 ▲多田銀銅山悠久の館（銀山）

「
多
田
銀
銅
山
遺
跡
」
と
「
悠
久
の
館
」
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▼ 一画目のたて画をま
っすぐに、ゆっくりてい
ねいに書きました。

岩井
いわい

俊晃
としあき

くん（3年）

� いろいろな材料を使
って楽しく作りました。
なわとびうまくなりた
いな。

古賀
こが

梨花
りか

さん（3年）

� 車の中に小さな
水族 館があります。
とても楽しい乗り物
です。

井口
いぐち

彩香
あやか

さん（3年）

▲ お手本をよく見て、
一画目のはねるところに
気をつけて書きました。

中村
なかむら

そよぎさん（3年）

白 金 小 学 校

春の星空を満喫

▲４月２日、クリーンセンター下の池で環境住民会

議が竹炭を使った河川の水質浄化活動を行いまし

た。この竹炭は自分達で伐採・裁断し、焼いたもの

です。今後、この池の水質調査や生息生物の増減な

どをもとに効果を検証し、猪名川の支流にも竹炭を

沈めて河川の水質浄化活動を行っていきます。

竹炭で水をきれいにしよう

�
４
月
５
日
、
猪
名
川
天
文
台
で
「
メ
シ
エ
天
体

観
望
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
運
営
委
員
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

天
体
カ
タ
ロ
グ
を
手
に
春
の
夜
空
に
ち
り
ば
め
ら

れ
た
無
数
の
星
を
望
遠
鏡
で
覗
き
、
天
体
観
測
を

満
喫
し
ま
し
た
。

多くの来場者でにぎわう春まつり

▲４月５・６日、道の駅いな

がわで「春まつり」が開催さ

れました。毎年人気の味噌す

くいでは、木べらに味噌が思

うようにのらず悪戦苦闘する

など、会場は大いに盛り上が

りました。また、来場者達は

猪名川源流太鼓の迫力ある演

奏に聞き入りました。

�▲４月８・９日、町内小・中学校で

入学式が行われました。

新１年生達は、最初は緊張していま

したが、式が終わるとホッとした表情

になり、新しい教室で学校生活をスタ

ートしました。

�
４
月
７
日
、
日
生
中
央
駅
前
広
場
周

辺
で
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭
啓

発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち
と
な
る

よ
う
、
み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

今日からぴかぴかの1年生

交通事故ゼロをめざして


